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○「あわっ子文化大使」育成プロジェクトの目的
郷土に根付いた文化と文化財について知り，触れる機会を増やすことで，ふるさとを愛し，大切にする態度を育むとともに，将来，

ふるさと徳島の文化について誇りを持って県内外で発信し続けるなど，あわ文化を次世代に伝承できる人材を育成する。

① H２６認定証授与式
【実施日：3月20日】

８つの中学校から，新たに
３４名を認定し，あわっ子文
化大使は総勢６５名となりま
した。

③ 阿波おどり

「とくしま連」参加

【実施日：8月1日】

② 文化大使キャラバン（渦潮コース）

【実施日：８月４日】

④ 全国中学校総合文化祭 (東京大会)
【実施日：8月20日～21日】

⑤ 文化大使キャラバン

（大歩危コース）

【実施日：8月24日】

⑧埋蔵文化財総合センター

設立２０周年記念式典

【実施日：11月7日】

⑨県民文化祭ギターコンサート

【実施日：11月8日】

⑩遍路道フィールドワーク

⑪ あわ教育発表会

【実施日：12月24日】

⑫県中学校総合文化祭

【実施日：12月26日】

⑥文化の森開館２５周年記念式典

フィギュア展【実施日：10月3日】

⑦阿波十郎兵衛屋敷のおもてなし

【実施日：10月24日】

⑬勝瑞城館跡発掘体験

【実施日：1月23日】

徳島県の中学生を代表して，全国の中学生
の優れた舞台発表や美術，書道作品展を鑑賞
するとともに，会場を訪れた人に徳島県のＰ
Ｒパンフレットを配布し，徳島県についての
情報発信をしました。（12名参加）

大谷焼体験，ドイツ館，渦潮，国指定重要
文化財の福永家住宅を見学しました。雄大な
渦潮を体感したり，この地域で隆盛を極めた
塩業の歴史を具体的に学んだりしました。
（16名参加）

とくしま連（県庁連）に参
加して踊りました。踊りの合
間に四大モチーフのうちわを
観光客に配りました。
（13名参加）

国指定有形民俗文化財の祖谷
のかずら橋や平成２６年３月に
国の天然記念物に指定された大
歩危を訪ねました。橋の架け替
え技術が伝承されていることを
学びました。（16名参加）

フィギュア展や各館の
催し体験を元に文化の森
の魅力を広報誌やホーム
ページで発信しました。
（11名参加）

来館者に徳島で人形浄
瑠璃が盛んに行われた理
由や阿波人形浄瑠璃の魅
力と演目の紹介などをし
ました。（12名参加）

１年間の活動内容を
県下の教育関係者に報
告しました。（10名参加）

来県者に同行して，四国
八十八箇所霊場に伝わる伝
説などを説明しました。
（5名参加）

司会や運営スタッフ
として参加しました。
（8名参加）

阿波の戦国大名
三好氏の勝瑞城館
跡の発掘現場で，
発掘体験を行いま
した。（24名参加）

県内ギター作家の作品を
解説しました。（4名参加）

矢野銅鐸など特別展示展
の展示解説をしました。
（6名参加）
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ホームページアドレス http://awabunka.tokushima-ec.ed.jp/
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